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本 作 内 で 沢木 耕太 郎 は 、 ハ ニャ イー パダン ブサ ー ル ー バ ター 
g 二 |(( バ カン ロラ クア ラル ン ニル と マレ 二 鉄 道 で マレ 二 
半島 を 南下 する 。 パ ダン ブサ ー ル で の 越境 に つい て 「 こ れ が 
陸路 で 国境 を 越え る 初め て の 経験 だ た っ た が 、 ど うと いっ て 劇 
的 な を と ころ の な い 平 凡 さ に 拍子 抜け し て し まっ た 」 と 書い て 
いる が 、 ま っ た く 同 感 ! 
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( Srate Ka/va7 0 げ 了 イ a/an9、SKT ) 


ラー マ 5 世 が 1891 年 に 発表 し た 鉄道 計画 を 元 emsmss--。 
に 建設 が 始め られ た 国有 鉄道 。 全長 4.041km 康生 議 5 
と 東南 アジ ア 最 大 規模 。 国 際 列 車 は 、 バ ンコ = 。 

クー バタ ー ワ ー ス 駅 の 特急 (35、36 番 ) の ほ ョ 』 
か 、 隣 国 ラ オス の 首都 ビエ ンチ ャ ン を 終点 と 紀 
する 普通 列車 が SRT の 運営 で 走っ て いる 。 員 
※ JB セ ント ラル 駅 一 ハニ ャ イ 駅 の 国際 特急 
(20、21 番 ) は KTM が 運営 。 、 肖 


車体 に 仏教 の お 守り 
が つい て いる 。 
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訓 出 国 手続 き は バイ ク に 乗っ た 
まま 、 ド ライ ブス ルー で 完了 。 
回 車掌 さん が 切符 を パチ ン 、 な 
ん て 久しぶり ! 

| 回 の どか に 見 える 駅 に は 兵士 の 
| 姿 も 。 

回 タイ で 初め て 乗っ た 列車 。 先 
頭 の ディ ー ゼ ル 機 関 車 は 1980 
年 代 製造 の フラ ンス 製 。 

回 1960 年 代 製造 の 日 本 製 の 旅 
客車 両 。 天 井 の 電 気 、 扇 風 機 
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英国 統治 時 代 の 1885 年 、 ペ ラ 州 タイ ピン で 採掘 
一 Port Weld ( 現 Kuala Sepetanog) の 港 
に お ける 最初 の 鉄道 。 翌 年 に は クア ラル シン : 
州 単位 で 運営 され て いた 路線 が マラ ヤ 連 邦 鉄 首 
FMSR) と し て 統合 され 、1913 年 に 
1930 年 に は 、 ヌ グリ スン ビラ ン 州 Gema 

を 結ぶ 東側 ライ ン も 完成 し 、 全 長 2,.000 キ 還 が 
1 に よっ て 線路 が 撤去 され た こと も ある 。 1992 年 
ア 政 府 に よっ て KTMB (Keretapi Tanah Melayu Be 
され た 。 数 年 前 まで 、 長 距離 列車 は ディ ー ゼ ル 機 関 車 


動 の ETS に 置き 換わり つつ ある 。 
※ 一 般 的 に 、KTMB は 会 社名 、KTM は 鉄道 名 と し て 使わ れる 。 


RT 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 に よる KTM イ ンタ ー シ テ ィ ー の サー ビス は 、 時 間 ほ か か る も | 
の の 寝台 車 が あっ た り と 鉄道 な ら で は の 楽し み が 味 わ えま す 。 た だ 、 設 備 が 老 
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~ 地 訂 : ング た へ いす > 
。 二 IN 朽 化し て お り 、 将 来 的 に は 長 距離 サー ビス は 近代 的 な ETS の み に な る 見 通し 。 
還 に 3 が 層 4 作 鉄道 の 醍醐 味 を 味わい た いな ら 、 今 の うち に イン ター シテ ィ に 乗っ て お こう 。 特 。 
に 、 ま も な く 再 開 さ れる 予定 の 東側 の ジャ ング ル を 通る ライ ン が お すす め 。 
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鉄 道 フ ァ ン お すす め の 
名 所 や 景勝 地 を 
こ 紹 介し まし ょ う ! 
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| 巨大 な 人 工 の 湖 、 ブ キッ メラ 湖 を 
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"シア に も 鉄道 愛し て や まな い 人 た ちがい ます 。 
今回 は 、 そ ん な マレ ー シ ア の 鉄道 ファ ング ルー プ 
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タイ の Hat Yai へ 行く 旅 に 参加 し て きま し た 。 沢 木 
耕太 郎 が 『 深 夜 特 急 』 で 乗っ た マレ ー 鉄 道 に も 乗 
り 、 鉄 道 で の 国境 越え も 体験 ! 飛行 機 よ り ス ロー 
で 、 車 より 不便 だ けど 、 で も 、 な ん だ か 懐か し い 


ュー キー oe 。 肖 ー 上 
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鉄道 ファ アン に 聞き まし た ! 


voooooooooooy 
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』。 Malayan Railway Fan Club 
角 (以下 、 MRFC) メン バー で 
創立 者 の 1 人 


「 目 を つぶ っ て いて も 、 エン ジン 音 や 煙 
の 臭い 、 汽笛 で どの 機関 車 (通称 : 口 コ ) 
か 分 か る 」 







「 産 まれ た と きか ら 鉄 還 議 議 
道 が 好き で 、 プ ラレー 内 
ル の コレ クシ ョ ン は 2 
部 屋 分 。 





た か ら 鉄 首 が 好き ! 
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MRFC メン バー で 現役 の 
KTM コ ミュ ー タ ー の 運転 士 


1 で UIIIETuk す 
「 こ ども の 頃 、 線 路 の 近く に 住ん で い 


て 電車 が 好き に な っ た 。 今 の 運転 士 の 
仕事 は 楽し い !」 





MRFC メ ン バ ー で 、 3 
元 KTM の 超 ベ テラ ン 運 転 士 当 計 
Yaacob さ ん 
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Oooe あ SS 


「24 車 両 が つなが っ た 長い 列車 が カー 
ブ す る と き に 振り 返っ て みる の が 好き 


] 還 ハ ニャ イ の 町 は 、 買 い 物 天国 ! 
マー ケッ ト 、 夕 方 以降 は ナイ トバ ザー ル が オー プン 。 
回 まる で 高級 レス トラ ン の よう な E&O エ クス プ 
レス の 食堂 車 。 
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Jom Naik Keretapi 
(以下 、JNK) 創立 者 
2 チン こと 
Hassin Hussin さ ん 





Kelvin さ ん 


|「 見 て 、 音 を 聞い て 、 
) 触っ て … 電 車 の すべ て 
が 好き 。」 
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けら れる 列車 が 好 9* 朋 天 。 」 生生 朱 泊 拉 
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描く 」 SG Terima Kasih / US NL 目 本 下 ! ll 且 ント ラル まで 市 下す る 
取材 協力 あり が と う ご ざ いま し た / い 用 = っ 1 | ーー 坦 。 記 こ 四 h 「Ekspres Peninsular」。 先 頭 


の ディ ー ゼ ル 機 関 車 は 1980 年 
代 製 造 の 英国 製 。 
| 硫 週末 に な る と マレ ー シ ア 各 


ロ と ph ーー = ! 届 1 』 の 1 『 + ヽ 記 百 ( ヽ N o と 
MEIEIEIuMhETIU た AEIAIT7 二  』 で * っ と ー 先 の 時 お 「 





回 列車 が 近付く と 、 み ん な 一 





' 撮影 モー ド に ! 0 
2004 年 設立 の KTM の ファ ンク ラブ だ が 、KTM に 属す る 組織 で は な い 。 “ 本 INT や まっ と に | 食堂 車 に は ミー ゴ レ ン や 回 列車 内 で は フル ー ツ や スナ ッ ク 
2014 年 に 政府 に 正式 に 登録 し た 。KTM 職 員 の メン バー も お り 、KTM 主 催 N ' 提 ま ii 古 還 「 II 加重 り お 泊 じ いい 
の ワー クシ ョ ッ プ な ど に 招待 され て 、 普 通 は 入れ な い 運 転 室 な ど を 見 学 で [ 内 lb 電 計 。 航 上 け ) 地 IN | っ 回 寝台 車 の ベッ ド は 清潔 で 


きる こと も ある 。 | で " (用 な か な か 居 道 だ が 、 ち ょ っ と 
s | m 画 | 導 雇い 
www.malayanrailwayfc.org 寒い 。 


パッ チッ こと Hassin Hussin さん が 2012 年 に 立ち 上 げた 鉄道 旅行 を 企画 す 
る グル ー プ , 旅 の 頻度 は 年 に 5 て 6 回 。 誰 で も 参加 可能 。 
FB:JOM NAIK KERETAPI 











NIfdi り EESTIk す 2 の 
シン ガ ポ ー ル 、 マ レー シア の 鉄道 情報 を 網羅 し た ウェ ブサ イト 「RAILTRAVEL 会 き に ご ど セ 眠い ま 食 が 寝 て な がい 合 き 建 ル に ど ワウ 本 シ る の 2 ろ が ん で ス イ 衣 の 証 ク 請 馬 4 細 | や イ 飛 り 和紀 。 な | 写 固 う 信 ボ 
STATION」 を 個人 で 運営 。 ウ ェ ブ で 公開 し て いる 自作 の 時 刻 表 は KTM 発 行 いて 住 す ン 翌 り けた 常 集 台 K 駅 ん ひ 物 室 が 物 駅 こ で カ ハ に ン 旅 鉄 鉄 を て す の 翌 産 料 も 拓 陣 伏 間 に 間 2 っ 首 0 に YS いら い 舞 ご 科 才 74 
の も の より 分 か りや すい 。 ま < く む お 人 ト 朝 に ど お 車 ま 車 T が と か す で で が が は フ ニ も ガ に 道道 K 約 今 朝 朝 ビ 品 楽 ト に 通 イ と 人 2 還 較 Il 衣 計 詳 ド デ て 層 時 
http://railtravelstation.com し れ パ が ラ 4 沙 ` し に つの M 夕 も れる 休 き 駅 あ NN マカ ャ 時 ポ は プ へ L 30 回 運 月 凛 は | や し を 大 じじ 南 休 駅 語 2。 里 駅 こ バ 売り リ に と 間 て 
ま ょ て ウツ い ル 時 ち ゴ や ゃ や 移 て 一 の 間 不 て も お む お ま 舎 り 思 レ で イ 道 | ア の AA 人 が に に 6 ルコ (件 コ ン ョ 大 は に 
| 別 ツ い の ぎ い ト り て て べ 急 沈 議 る し よ 両 マ な シ 房 ら 間 人 達 と は ろ る と の てく 次 OS 中 2 フ を いで ん が 
NE の MI 夫人 自 旅 滑ら 章介 隊 和 0eN 粒 計り 語 二 二 em 上 過 系 た 
に め に 車 ます ココ 緩 コ ャ に ココ め 覚 る 入 歩 の 検 : ^ ム ゥ うそ とる コイ 流 央 は くい し 之 い っ 生計 還 5 生 0 間 間 前 陀 す WDB 且 2D 語 5 の 2 の 
鉄道 で 出かけ よう ! いま 見 党 セ 5 ッ レ し レバ で 谷 ざた 纏 側 還 し 偽 内 ア イイ 車 を 々 フ ム が 超 ママ た か 行う ] 生還 生生 お ee の 
本 還 還 還 還 訂 阪 加計 3 と トド ト 5 と 5 の 証 欄 計 吐 5 と 軸 は 本 を る の ちえ レ 包ま よ も し レニ) と の 王 ウー ウジ 2 
人 ー 上 ① ツ L 選 少 示 ノ ー ン ツ ・ 
クア ラル ン ブ ー ル 近郊 ビバ ーー ドド ドド に に し し くし し し くく の て が まこ と は テ 花 置 % ? いさ 分 で な パ や お る 全う ん 道 る | で で 遅い ラダ マ ッ 信 て 半 上 で 5 に と 当 2 
LRT : クラ ナジ ャ ヤ ・ ラ イン と アン パン ・ ラ イン が ある が 、 日 本 人 や 観光 み 駅 起 リ イィ いい 10・ が い g 時 識 は 舞 ら 1| 町 ろ は フ ハ 装 き ` れ 豪 ス る レ 2 の じ 信 も 穫 近 ち 9 に ベッ ャ 
客 に は KLCC 駅 (ツイ ンタ ワー) や パサ ー ス 駅 (チャ イナ タウ ン ) が ある ク らい Ei 2 昌 計 = 上 全 中 ク シ 。 ん 製 妥 の の 過 間隔 ら 列 ォ  B し R 休 2 / 人 語 に 2 聞 鐘 りあ に ま / 斉 5 ら 
ラナ ジャ ヤ ・ ラ イン が 便利 。 S 戸 1 ご R 3 香 こ アパ 開 の 人 メ 2 | ラ イ ン 雪 の 2 いい 電 本 中 い 駅 
念 モノ レー ル : KL セ ント ラル 駅 か ら ブ キビ ンタ ン な ど 上 繁華 街 に 行く の に 便利 。 ま く め 到 | 動 る ル 還 ER ロ 打 歩 人 敵 に リ 両 の き 1 1 ^ の 6 ジン 媒 5 フイ 了 人 市 j は 旅 は 2 9 な い で タ 生 て 昌 に こ 
人 KTM コ ミュ ー タ ー : ミッ ド バ レ ー や バト ゥ ケイ ブ に 符 く の に 便利 8 と 人 れ 誰 着 は mn の が 21 ON 回 な | 生 レ 方 ン ま 和夫 ギ 上 人 誤 パ 全 駅 多 お 行 ン に 坦 ケ ぐ 2 5 ご 時 や 当 且 な も いさ 物 到 
人 KLIA エ クス プレ ス /KLIA ト ラン ジッ ト : KL セ ント ラル 駅 か ら KMIA ま で 最 次 も ま こ 外 ょ 、 飯 お 』 べ 番 ら 8 駅 マ た に 駅 に 5 せ 車 ツ 参 守 ! 車 で ゆい 目 き ク 人 N の と マ は 間 茹 通 あ 線上 ま 2 列 や 着 
短 33 分 で 着く 。 の 5 療 光 に 主人 で 本 | ち ク れ 憶 1 ちら で に パ ィ ん 天 ド 加 レ の で 停 らち に せ ル 気 夏 ト ち ビ ピン 午 ほ で 列 5 路 よ す 昧 ス 
※ す べ て 、IC カ ー ド の 「Touch n Go」 で 乗車 可能 際 の 由 本 か 際 洲 事 ノ だ る 内 ヶ 遇 あ タ の ネ | 人 回 ク 内 街 に 也 記 後 な 和 人 列 0 上 還 
マ 1 生 ど $ デ こ い ヽ 了 00 人] \ ミ ロロ Y 。 2 が 
長 距離 列車 上 "t… 齢 チ 暫 チ ※ ピ ー ボ ジー に の 出 ジョ 来 は 8 房 な テ み 出 と 人 ト 階 小 レア 困 時 ] の な ア は の の れ ら ス 2 ら 共 レノ が 計 ハ 人 花 の ) し ハ 利 車 着 の の ) 
ぐ KTM イ ンタ ー シ テ ィ : 市 間 を 結ぶ 長 距離 列車 。 8 セ ント ラル と ハニ ャ イ 旅 寺 じ 主 3 本 り 』」 が が と に 発 遅 < 境 で の 誕 計 さ サ 間 ト み へ タ と 0 9 9 ソノ り フ マ 1 そ 頃 一 主 ん し の うす う 。 史 
(タイ ) を 結ぶ 西側 (North & South) ライ ン 、JB セ ント ラル と トゥ ン パ ッ ト で 生 て 呈 寺 身 訂 B 、 春 ら っ 講 な 話 ! れ 、 線 買 待 続 な | る は は 日 に 戻 イ こ す な の レ ダ ペド く 」 ジ と 5 ヤ が ひび 渡 や 窓 る 浴 は 


を 結ぶ 東側 (East & South) ライ ン が ある 。 

※ East & South ラ イン は 復旧 工事 中 に つき 、 一 部 バス 輸送 と な る 。 

念 ETS (Electric Train Service): KTM の 新しい サ 戸 回 久 、 電化 寺 れ いる 
Gemas (グマ ス ) 一 パダン ブサ ー ル 間 を 結ぶ 高速 電車 。 





人 クラ ス 23 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 
(日 立 製作 所 ) 
KTM インター シテ ィ 


例 ブ ルー トレ イン OR より 譲渡 ) 
Zi ンク イカ 全 レ リン と < 
2012 年 か ら 運行 し て いた が 、 現 在 
トゥ ン パ ッ に て 修理 中 。 運 転 再開 時 
期 は 不明 。 







「KRL ジ ャ ボタ ベッ ク 」 の 愛称 で 親しま れ 同 馬 仙人 
て いる ジャ カル タ 首 都 圏 の 鉄道 網 に は 、 還 縛 縛 凍 所 
JR 東日本 や 東京 メト ロ の 車両 が 多く 走っ 
て いる 。 


KTM 長 距離 列車 の チケ ッ ト の 購入 方 法 


運行 1 ヵ月 前 か ら 売り 出さ れ 、 連 休 時 な ど は すぐ に 売 
り 切 れる の で 事前 購入 が お すす め 。KL セ ント ラル 駅 、 
イボ ポー や バタ ー ワ ー ス な ど 主 要 な KTM の 駅 で 購入 で き 
る ほか 、 オ ン ラ イン や 専用 アプ リ か ら も 入手 可能 。 





念 DD51 形 ディ ー ゼ ル 機 関 車 
(日 本 の 国鉄 製造 ) 





Gb 


KTM 公 式 サ イト : 
https://intranet.ktmb.com.my/e-ticket/ 





例 ブレ ルー トレ イン あさ ざさ か ぜ 

バン コク ー チ ェ ン マイ を 結ぶ 特急 で は JR 
西日本 で か つて 使用 され て いた ブル ー ト 
レイ ン が 走っ て いて 、 日 本 人 の 鉄道 ファ 


人 クラ ス 24 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 


KTM ア プリ : (東芝 、 川 崎 重 工業 ) 


KTMB-MobTicket (アン ドロ イド の み ) 








KTM ア プリ ン に 人 気 。 
タイ ー マ レ ー シ ア 間 の 国際 列車 多 
上 下線 合わ せ て 1 日 4 本 運行 。JB セ ント ラル 一 ハニ ャ イ (列車 番号 20 & 21) 、 マ あの 
N 三 の 三 之 三 羽 三 計 さ ヽ ヽ デ 3 ルー ン が 
バタ ーー ワニス 2 ( 多 車 番号 35&36) の バン コク 発 の 35 番 以外 は コ =PhOto byiKelVin Khew JR の 列車 は 編成 罰 クラ ン 洪 に 到着 ! 
KTM の 窓口 で 運行 の 30 日 前 か ら 購 入 で きる 。35 番 列車 は マレ ー シ ア 国 内 「 日 本 の 保育 園児 か ら 贈 られ た 車内 は まる で 日 本 ! プラ ッ ト ホ ー ム が 低い 駅 で は 乗り 降り に ス の 一 部 な の で 先 っ ぽ を オレ ンジ 中 
で は パダン ブサ ー ル 駅 で の み 60 日 前 か ら 購 入 可能 。 塗り 絵 。「 か い が い で も 、 が ん テッ プ が 必須 。 停車 位置 が ずれ る と 大 変 ! の 0 ト 購入 時 に 色 に ペイ ント され 
ば っ て ね !」 「JR」 と 伝え よう 。 て 、 デ ビュ ー! 
還 ュー ーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーーーーーーー ーーー ーーー 2 四 目 目 目 湯 旧記 記 記 記 記 記 記 記 所 旧記 記 上 EE ーー 上 グ 肖 目 上 眼目 上 月 目 ーー ーー ーー 、 ※ 上 記 コ ラム の クレ ジッ ト の 記載 が な い 写 真 の 撮影 : Nicholas Lim 28 


特集 は 、 セ ニョ ン て ム の ホー ムペ ー ジ www.senyumpress.com で 公開 し て いま す ! 


